





A Study on the Changes and Factors of the Process of Building the Childcare Teachers-
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するヨリコ保育者（保育経験12年目，女性）と 歳男児ツヨシ（ 月生まれ）である。 名
の保育者とも転職歴があり、ユリカ保育者は、他の私立保育園に 年勤務した上で、産休・育
休を経て、 法人に勤務して 年目であり、またヨリコ保育者も、他の公私立保育園で保育職


































































月 30分 23 34分 24
月 22分 21 19分 23
月 28分 23 20分 23
月 34分 31 22分 33
月 26分 32 19分 29
月 35分 35 21分 27
10月 38分 23 26分 31
11月 25分 31 23分 34
12月 55分 31 21分 33
月 55分 33 19分 24
月 85分 33 31分 28
月 63分 24 26分 28
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